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(57)【要約】

【課題】高さ方向で向き合う２つの面のうちの少なくと

も一方面の両端部それぞれに、長さ方向で向き合う２つ

の面それぞれの高さ方向寸法を減少させる面を有するコ

ンデンサ本体を使用した場合でも、回路基板に実装する

ときの姿勢不良を改善できる積層セラミックコンデンサ

を提供する。

【解決手段】積層セラミックコンデンサは、第１外部電

極１７とコンデンサ本体１１の第５面ｆ５の第１窄み面

ｆ５ａとの間に、第１外部電極１７における第１窄み面

ｆ５ａと向き合う部位１７ｃの断面形を略直角状に整え

るための第１補整部１５が設けられ、また、第２外部電

極１８とコンデンサ本体１１の第５面ｆ５の第２窄み面

ｆ５ｂとの間に、第２外部電極１８における第２窄み面

ｆ５ｂと向き合う部位１８ｃの断面形を略直角状に整え

るための第２補整部１６が設けられている。

【選択図】図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 （ １ ） 長 さ 方 向 で 向 き 合 う 第 １ 面 及 び 第 ２ 面 と 幅 方 向 で 向 き 合 う 第 ３ 面 及 び 第 ４ 面 と 高

さ 方 向 で 向 き 合 う 第 ５ 面 及 び 第 ６ 面 と を 有 し 、 複 数 の 第 １ 内 部 電 極 層 と 複 数 の 第 ２ 内 部 電

極 層 が 誘 電 体 層 を 介 し て 積 層 さ れ た 容 量 部 を 内 蔵 し た コ ン デ ン サ 本 体 と 、 （ ２ ） 前 記 コ ン

デ ン サ 本 体 の 前 記 第 １ 面 に 沿 う 第 １ 部 分 と 前 記 第 ５ 面 に 沿 う 第 ２ 部 分 と を 有 し 、 該 第 １ 部

分 に 前 記 複 数 の 第 １ 内 部 電 極 層 そ れ ぞ れ の 端 縁 が 接 続 さ れ た 第 １ 外 部 電 極 と 、 （ ３ ） 前 記

コ ン デ ン サ 本 体 の 前 記 第 ２ 面 に 沿 う 第 １ 部 分 と 前 記 第 ５ 面 に 沿 う 第 ２ 部 分 と を 有 し 、 該 第

１ 部 分 に 前 記 複 数 の 第 ２ 内 部 電 極 層 そ れ ぞ れ の 端 縁 が 接 続 さ れ た 第 ２ 外 部 電 極 と 、 を 備 え

た 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ で あ っ て 、

　 前 記 コ ン デ ン サ 本 体 の 前 記 第 ５ 面 の 前 記 第 １ 面 側 の 端 部 に 当 該 第 １ 面 の 高 さ 方 向 寸 法 を

減 少 さ せ る 第 １ 窄 み 面 が 幅 方 向 全 体 に 亘 っ て 設 け ら れ 、 前 記 コ ン デ ン サ 本 体 の 前 記 第 ５ 面

の 前 記 第 ２ 面 側 の 端 部 に 当 該 第 ２ 面 の 高 さ 方 向 寸 法 を 減 少 さ せ る 第 ２ 窄 み 面 が 幅 方 向 全 体

に 亘 っ て 設 け ら れ て お り 、

　 前 記 第 １ 外 部 電 極 と 前 記 コ ン デ ン サ 本 体 の 前 記 第 ５ 面 の 前 記 第 １ 窄 み 面 と の 間 に 前 記 第

１ 外 部 電 極 に お け る 当 該 第 １ 窄 み 面 と 向 き 合 う 部 位 の 断 面 形 を 略 直 角 状 に 整 え る た め の 第

１ 補 整 部 が 設 け ら れ 、 前 記 第 ２ 外 部 電 極 と 前 記 コ ン デ ン サ 本 体 の 前 記 第 ５ 面 の 前 記 第 ２ 窄

み 面 と の 間 に 前 記 第 ２ 外 部 電 極 に お け る 当 該 第 ２ 窄 み 面 と 向 き 合 う 部 位 の 断 面 形 を 略 直 角

状 に 整 え る た め の 第 ２ 補 整 部 が 設 け ら れ て い る 、

　 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 コ ン デ ン サ 本 体 の 前 記 第 ５ 面 の 前 記 第 １ 窄 み 面 は 、 幅 方 向 中 央 が 膨 ら み 、 且 つ 、 前

記 第 １ 面 に 向 か っ て 傾 い た 凸 曲 面 と な っ て お り 、 前 記 第 ５ 面 の 前 記 第 ２ 窄 み 面 は 、 幅 方 向

中 央 が 膨 ら み 、 且 つ 、 前 記 第 ２ 面 に 向 か っ て 傾 い た 凸 曲 面 と な っ て い る 、

　 請 求 項 １ に 記 載 の 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 コ ン デ ン サ 本 体 の 前 記 第 ５ 面 の 前 記 第 １ 窄 み 面 及 び 前 記 第 ２ 窄 み 面 を 除 く 部 分 は 、

幅 方 向 中 央 が 膨 ら ん だ 凸 曲 面 と な っ て い る 、

　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 高 さ 方 向 で 向 き 合 う ２ つ の 面 の う ち の 少 な く と も 一 方 面 の 両 端 部 そ れ ぞ れ に

、 長 さ 方 向 で 向 き 合 う ２ つ の 面 そ れ ぞ れ の 高 さ 方 向 寸 法 を 減 少 さ せ る 面 を 有 す る コ ン デ ン

サ 本 体 を 使 用 し た 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 図 １ は 前 掲 に 該 当 す る 従 前 の コ ン デ ン サ 本 体 １ ０ １ を 示 す （ 例 え ば 後 記 特 許 文 献 １ の 図

８ ～ 図 １ ０ を 参 照 ） 。 ち な み に 、 図 １ 中 の Ｌ １ １ は コ ン デ ン サ 本 体 １ ０ １ の 長 さ 、 Ｗ １ １

は コ ン デ ン サ 本 体 １ ０ １ の 幅 、 Ｈ １ １ は コ ン デ ン サ 本 体 １ ０ １ の 高 さ で あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 コ ン デ ン サ 本 体 １ ０ １ は 、 長 さ 方 向 で 向 き 合 う 第 １ 面 ｆ １ １ 及 び 第 ２ 面 ｆ １ ２ と 、 幅 方

向 で 向 き 合 う 第 ３ 面 ｆ １ ３ 及 び 第 ４ 面 ｆ １ ４ と 、 高 さ 方 向 で 向 き 合 う 第 ５ 面 ｆ １ ５ 及 び 第

６ 面 ｆ １ ６ と を 有 し て い る 。 第 ５ 面 ｆ １ ５ 及 び 第 ６ 面 ｆ １ ６ そ れ ぞ れ は 、 第 １ 面 ｆ １ １ 側

の 端 部 に 該 第 １ 面 ｆ １ １ の 高 さ 方 向 寸 法 を 減 少 さ せ る 面 ｆ １ ５ ａ 及 び ｆ １ ６ ａ を 幅 方 向 全

体 に 亘 っ て 有 し 、 且 つ 、 第 ２ 面 ｆ １ ２ 側 の 端 部 に 該 第 ２ 面 ｆ １ ２ の 高 さ 方 向 寸 法 を 減 少 さ

せ る 面 ｆ １ ５ ｂ 及 び ｆ １ ６ ｂ を 幅 方 向 全 体 に 亘 っ て 有 し て い る 。 ま た 、 コ ン デ ン サ 本 体 １

０ １ に は 、 複 数 の 第 １ 内 部 電 極 層 １ ０ ２ と 複 数 の 第 ２ 内 部 電 極 層 １ ０ ３ が 誘 電 体 層 １ ０ ４

を 介 し て 交 互 に 積 層 さ れ た 容 量 部 （ 符 号 省 略 ） が 内 蔵 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 こ こ で 、 図 １ に 示 し た コ ン デ ン サ 本 体 １ ０ １ を 使 用 し た 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ で 生

じ 得 る 不 具 合 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 図 １ に 示 し た コ ン デ ン サ 本 体 １ ０ １ は そ の 長 さ 方 向 両 端 部 そ れ ぞ れ に 外 部 電 極 を 設 け る

こ と に よ っ て 、 回 路 基 板 に 実 装 可 能 な 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ と な る 。 例 え ば 、 各 外 部

電 極 が Ｕ 字 状 の 場 合 、 一 方 の 外 部 電 極 は 第 １ 面 ｆ １ １ に 沿 う 部 分 と 第 ５ 面 ｆ １ ５ に 沿 う 部

分 と 第 ６ 面 ｆ １ ６ に 沿 う 部 分 と を 有 し 、 各 第 １ 内 部 電 極 層 １ ０ ２ の 端 縁 は 第 １ 面 ｆ １ １ に

沿 う 部 分 に 接 続 さ れ る 。 ま た 、 他 方 の 外 部 電 極 は 第 ２ 面 ｆ １ ２ に 沿 う 部 分 と 第 ５ 面 ｆ １ ５

に 沿 う 部 分 と 第 ６ 面 ｆ １ ６ に 沿 う 部 分 と を 有 し 、 各 第 ２ 内 部 電 極 層 １ ０ ３ の 端 縁 は 第 ２ 面

ｆ １ ２ に 沿 う 部 分 に 接 続 さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 し か し な が ら 、 コ ン デ ン サ 本 体 １ ０ １ は 図 １ に 示 し た 外 形 で あ る た め 、 一 方 の 外 部 電 極

の 第 １ 面 ｆ １ １ に 沿 う 部 分 と 第 ５ 面 ｆ １ ５ に 沿 う 部 分 と の 間 の 部 分 が 面 ｆ １ ５ ａ の 態 様 に

見 合 っ た 形 状 に な り 、 且 つ 、 第 １ 面 ｆ １ １ に 沿 う 部 分 と 第 ６ 面 ｆ １ ６ に 沿 う 部 分 と の 間 の

部 分 が 面 ｆ １ ６ ａ の 態 様 に 見 合 っ た 形 状 と な る 。 ま た 、 他 方 の 外 部 電 極 の 第 ２ 面 ｆ １ ２ に

沿 う 部 分 と 第 ５ 面 ｆ １ ５ に 沿 う 部 分 と の 間 の 部 分 が 面 ｆ １ ５ ｂ の 態 様 に 見 合 っ た 形 状 と な

り 、 且 つ 、 第 ２ 面 ｆ １ ２ に 沿 う 部 分 と 第 ６ 面 ｆ １ ６ に 沿 う 部 分 と の 間 の 部 分 が 面 ｆ １ ６ ｂ

の 態 様 に 見 合 っ た 形 状 と な る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 依 っ て 、 こ の よ う な 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ を 回 路 基 板 に 実 装 す る に 際 し て 、 一 方 の

外 部 電 極 の 第 ５ 面 ｆ １ ５ に 沿 う 部 分 と 他 方 の 外 部 電 極 の 第 ５ 面 ｆ １ ５ に 沿 う 部 分 そ れ ぞ れ

を 、 各 々 に 対 応 す る 導 体 パ ッ ド に 印 刷 さ れ た ク リ ー ム 半 田 上 に 載 置 す る と 、 一 方 の 外 部 電

極 に 面 ｆ １ ５ ａ の 態 様 に 見 合 っ た 形 状 の 部 分 が あ り 、 且 つ 、 他 方 の 外 部 電 極 に 面 ｆ １ ５ ｂ

の 態 様 に 見 合 っ た 形 状 の 部 分 が あ る が 故 に 、 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ の 姿 勢 が 不 安 定 に

な り 易 く 、 ま た 、 不 安 定 の ま ま で 回 路 基 板 に 実 装 さ れ て し ま う こ と も あ る た め に 姿 勢 不 良

が 生 じ 易 く な る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ５ － ０ ７ ６ ４ ５ ２ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 の 課 題 は 、 高 さ 方 向 で 向 き 合 う ２ つ の 面 の う ち の 少 な く と も 一 方 面 の 両 端 部 そ れ

ぞ れ に 、 長 さ 方 向 で 向 き 合 う ２ つ の 面 そ れ ぞ れ の 高 さ 方 向 寸 法 を 減 少 さ せ る 面 を 有 す る コ

ン デ ン サ 本 体 を 使 用 し た 場 合 で も 、 回 路 基 板 に 実 装 す る と き の 姿 勢 不 良 を 改 善 で き る 積 層

セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ は 、 （ １ ） 長 さ 方 向

で 向 き 合 う 第 １ 面 及 び 第 ２ 面 と 幅 方 向 で 向 き 合 う 第 ３ 面 及 び 第 ４ 面 と 高 さ 方 向 で 向 き 合 う

第 ５ 面 及 び 第 ６ 面 と を 有 し 、 複 数 の 第 １ 内 部 電 極 層 と 複 数 の 第 ２ 内 部 電 極 層 が 誘 電 体 層 を

介 し て 積 層 さ れ た 容 量 部 を 内 蔵 し た コ ン デ ン サ 本 体 と 、 （ ２ ） 前 記 コ ン デ ン サ 本 体 の 前 記

第 １ 面 に 沿 う 第 １ 部 分 と 前 記 第 ５ 面 に 沿 う 第 ２ 部 分 と を 有 し 、 該 第 １ 部 分 に 前 記 複 数 の 第

１ 内 部 電 極 層 そ れ ぞ れ の 端 縁 が 接 続 さ れ た 第 １ 外 部 電 極 と 、 （ ３ ） 前 記 コ ン デ ン サ 本 体 の

前 記 第 ２ 面 に 沿 う 第 １ 部 分 と 前 記 第 ５ 面 に 沿 う 第 ２ 部 分 と を 有 し 、 該 第 １ 部 分 に 前 記 複 数

の 第 ２ 内 部 電 極 層 そ れ ぞ れ の 端 縁 が 接 続 さ れ た 第 ２ 外 部 電 極 と 、 を 備 え た 積 層 セ ラ ミ ッ ク

コ ン デ ン サ で あ っ て 、 前 記 コ ン デ ン サ 本 体 の 前 記 第 ５ 面 の 前 記 第 １ 面 側 の 端 部 に 当 該 第 １

面 の 高 さ 方 向 寸 法 を 減 少 さ せ る 第 １ 窄 み 面 が 幅 方 向 全 体 に 亘 っ て 設 け ら れ 、 前 記 コ ン デ ン

サ 本 体 の 前 記 第 ５ 面 の 前 記 第 ２ 面 側 の 端 部 に 当 該 第 ２ 面 の 高 さ 方 向 寸 法 を 減 少 さ せ る 第 ２
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窄 み 面 が 幅 方 向 全 体 に 亘 っ て 設 け ら れ て お り 、 前 記 第 １ 外 部 電 極 と 前 記 コ ン デ ン サ 本 体 の

前 記 第 ５ 面 の 前 記 第 １ 窄 み 面 と の 間 に 前 記 第 １ 外 部 電 極 に お け る 当 該 第 １ 窄 み 面 と 向 き 合

う 部 位 の 断 面 形 を 略 直 角 状 に 整 え る た め の 第 １ 補 整 部 が 設 け ら れ 、 前 記 第 ２ 外 部 電 極 と 前

記 コ ン デ ン サ 本 体 の 前 記 第 ５ 面 の 前 記 第 ２ 窄 み 面 と の 間 に 前 記 第 ２ 外 部 電 極 に お け る 当 該

第 ２ 窄 み 面 と 向 き 合 う 部 位 の 断 面 形 を 略 直 角 状 に 整 え る た め の 第 ２ 補 整 部 が 設 け ら れ て い

る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 高 さ 方 向 で 向 き 合 う ２ つ の 面 の う ち の 少 な く と も 一 方 面 の 両 端 部 そ れ

ぞ れ に 、 長 さ 方 向 で 向 き 合 う ２ つ の 面 そ れ ぞ れ の 高 さ 方 向 寸 法 を 減 少 さ せ る 面 を 有 す る コ

ン デ ン サ 本 体 を 使 用 し た 場 合 で も 、 回 路 基 板 に 実 装 す る と き の 姿 勢 不 良 を 改 善 で き る 積 層

セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ２ 】

【 図 １ 】 図 １ （ Ａ ） は 従 前 の コ ン デ ン サ 本 体 を 第 ６ 面 ｆ １ ６ 側 か ら 見 た 図 、 図 １ （ Ｂ ） は

図 １ （ Ａ ） の Ｓ １ １ － Ｓ １ １ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 ２ （ Ａ ） は 本 発 明 を 適 用 し た コ ン デ ン サ 本 体 を 第 ５ 面 ｆ ５ 側 か ら 見 た 図 、 図 ２

（ Ｂ ） は 図 ２ （ Ａ ） の Ｓ １ － Ｓ １ 線 に 沿 う 断 面 図 、 図 ２ （ Ｃ ） は 図 ２ （ Ａ ） の Ｓ ２ － Ｓ ２

線 に 沿 う 断 面 図 、 図 ２ （ Ｄ ） は 図 ２ （ Ａ ） に 示 し た コ ン デ ン サ 本 体 を 第 １ 面 ｆ １ 側 か ら 見

た 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ３ （ Ａ ） と 図 ３ （ Ｂ ） そ れ ぞ れ は 、 図 ２ に 示 し た コ ン デ ン サ 本 体 の 作 製 方 法 を

説 明 す る た め の 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 ４ （ Ａ ） と 図 ４ （ Ｂ ） そ れ ぞ れ は 、 図 ２ に 示 し た コ ン デ ン サ 本 体 の 作 製 方 法 を

説 明 す る た め の 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ５ （ Ａ ） は 図 ２ に 示 し た コ ン デ ン サ 本 体 を 使 用 し た 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ

を 示 す 図 ２ （ Ｂ ） 対 応 の 断 面 図 、 図 ５ （ Ｂ ） は 同 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ を コ ン デ ン サ

本 体 の 第 １ 面 ｆ １ 側 か ら 見 た 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 ６ は 図 ２ に 示 し た コ ン デ ン サ 本 体 の 変 形 例 を 示 す 図 ２ （ Ａ ） 対 応 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 図 ２ は 本 発 明 を 適 用 し た コ ン デ ン サ 本 体 １ １ を 示 す 。 ち な み に 、 図 ２ 中 の Ｌ は コ ン デ ン

サ 本 体 １ １ の 長 さ 、 Ｗ は コ ン デ ン サ 本 体 １ １ の 幅 、 Ｈ は コ ン デ ン サ 本 体 １ １ の 高 さ で あ る

。 な お 、 図 ２ に は 、 長 さ Ｌ と 幅 Ｗ と 高 さ Ｈ そ れ ぞ れ が 長 さ Ｌ ＞ 幅 Ｗ ＝ 高 さ Ｈ で あ る コ ン デ

ン サ 本 体 １ １ を 描 い て い る が 、 こ れ ら 長 さ Ｌ と 幅 Ｗ と 高 さ Ｈ の 関 係 は 長 さ Ｌ ＞ 幅 Ｗ ＞ 高 さ

Ｈ や 、 長 さ Ｌ ＞ 高 さ Ｈ ＞ 幅 Ｗ の 他 、 幅 Ｗ ＞ 長 さ Ｌ ＝ 高 さ Ｈ や 、 幅 Ｗ ＞ 長 さ Ｌ ＞ 高 さ Ｈ や 、

幅 Ｗ ＞ 高 さ Ｈ ＞ 長 さ Ｌ で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 コ ン デ ン サ 本 体 １ １ は 、 長 さ 方 向 で 向 き 合 う 第 １ 面 ｆ １ 及 び 第 ２ 面 ｆ ２ と 、 幅 方 向 で 向

き 合 う 第 ３ 面 ｆ ３ 及 び 第 ４ 面 ｆ ４ と 、 高 さ 方 向 で 向 き 合 う 第 ５ 面 ｆ ５ 及 び 第 ６ 面 ｆ ６ と を

有 し て い る 。 第 １ 面 ｆ １ と 第 ２ 面 ｆ ２ と 第 ３ 面 ｆ ３ と 第 ４ 面 ｆ ４ そ れ ぞ れ は 略 平 坦 な 面 と

な っ て い る も の の 、 第 ５ 面 ｆ ５ の 第 １ 窄 み 面 ｆ ５ ａ 及 び 第 ２ 窄 み 面 ｆ ５ ｂ を 除 く 部 分 は 幅

方 向 中 央 が 膨 ら ん だ 凸 曲 面 と な っ て お り 、 第 ６ 面 ｆ ６ の 第 １ 窄 み 面 ｆ ６ ａ 及 び 第 ２ 窄 み 面

ｆ ６ ｂ を 除 く 部 分 は 幅 方 向 中 央 が 膨 ら ん だ 凸 曲 面 と な っ て い る （ 図 ２ （ Ｃ ） 及 び 図 ２ （ Ｄ

） を 参 照 ） 。 ま た 、 第 ５ 面 ｆ ５ 及 び 第 ６ 面 ｆ ６ そ れ ぞ れ は 、 第 １ 面 ｆ １ 側 の 端 部 に 該 第 １

面 ｆ １ の 高 さ 方 向 寸 法 を 減 少 さ せ る 第 １ 窄 み 面 ｆ ５ ａ 及 び ｆ ６ ａ を 幅 方 向 全 体 に 亘 っ て 有

し 、 且 つ 、 第 ２ 面 ｆ ２ 側 の 端 部 に 該 第 ２ 面 ｆ ２ の 高 さ 方 向 寸 法 を 減 少 さ せ る 第 ２ 窄 み 面 ｆ

５ ｂ 及 び ｆ ６ ｂ を 幅 方 向 全 体 に 亘 っ て 有 し て い る （ 図 ２ （ Ｂ ） 及 び 図 ２ （ Ｄ ） を 参 照 ） 。

第 １ 窄 み 面 ｆ ５ ａ 及 び ｆ ６ ａ そ れ ぞ れ は 幅 方 向 中 央 が 膨 ら み 、 且 つ 、 第 １ 面 ｆ １ に 向 か っ

て 傾 い た 凸 曲 面 と な っ て お り 、 第 ２ 窄 み 面 ｆ ５ ｂ 及 び ｆ ６ ｂ そ れ ぞ れ は 幅 方 向 中 央 が 膨 ら

み 、 且 つ 、 第 ２ 面 ｆ ２ に 向 か っ て 傾 い た 凸 曲 面 と な っ て い る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】

　 な お 、 図 ２ に は 、 第 ５ 面 ｆ ５ の 第 １ 窄 み 面 ｆ ５ ａ 及 び 第 ２ 窄 み 面 ｆ ５ ｂ を 除 く 部 分 と 第

６ 面 ｆ ６ の 第 １ 窄 み 面 ｆ ６ ａ 及 び 第 ２ 窄 み 面 ｆ ６ ｂ を 除 く 部 分 そ れ ぞ れ の 長 さ 方 向 寸 法 及

び 凸 曲 面 の 態 様 を 略 同 じ に し た も の を 示 し て い る が 、 各 々 の 長 さ 方 向 寸 法 は 多 少 相 違 し て

い て も よ い し 、 凸 曲 面 の 態 様 も 多 少 相 違 し て い て も よ い 。 ま た 、 図 ２ に は 、 第 １ 窄 み 面 ｆ

５ ａ と 第 ２ 窄 み 面 ｆ ５ ｂ と 第 １ 窄 み 面 ｆ ６ ａ と 第 ２ 窄 み 面 ｆ ６ ｂ そ れ ぞ れ の 長 さ 方 向 寸 法

及 び 凸 曲 面 の 態 様 を 略 同 じ に し た も の を 示 し て い る が 、 各 々 の 長 さ 方 向 寸 法 は 多 少 相 違 し

て い て も よ い し 、 凸 曲 面 の 態 様 も 多 少 相 違 し て い て も よ い 。 さ ら に 、 第 ５ 面 ｆ ５ の 第 １ 窄

み 面 ｆ ５ ａ 及 び 第 ２ 窄 み 面 ｆ ５ ｂ を 除 く 部 分 と 第 ６ 面 ｆ ６ の 第 １ 窄 み 面 ｆ ６ ａ 及 び 第 ２ 窄

み 面 ｆ ６ ｂ を 除 く 部 分 そ れ ぞ れ 、 並 び に 、 第 １ 窄 み 面 ｆ ５ ａ と 第 ２ 窄 み 面 ｆ ５ ｂ と 第 １ 窄

み 面 ｆ ６ ａ と 第 ２ 窄 み 面 ｆ ６ ｂ そ れ ぞ れ は 、 必 ず し も 単 一 の 曲 率 半 径 を 有 す る 凸 曲 面 で な

く て も よ く 、 例 え ば 単 一 の 曲 率 半 径 を 有 し な い 曲 面 か ら な る も の の 全 体 と し て 凸 曲 面 の 形

を 呈 し て い る も の や 、 形 が 異 な る 複 数 の 曲 面 が 組 み 合 わ さ れ て い る も の の 全 体 と し て 凸 曲

面 の 形 を 呈 し て い る も の や 、 略 平 坦 な 面 を 部 分 的 に 含 む も の の 全 体 と し て 凸 曲 面 の 形 を 呈

し て い る も の 等 で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 ま た 、 コ ン デ ン サ 本 体 １ １ に は 、 複 数 の 第 １ 内 部 電 極 層 １ ２ と 複 数 の 第 ２ 内 部 電 極 層 １

３ が 誘 電 体 層 １ ４ を 介 し て 交 互 に 積 層 さ れ た 容 量 部 （ 符 号 省 略 ） が 内 蔵 さ れ て お り 、 こ の

容 量 部 の 幅 方 向 両 側 と 高 さ 方 向 両 側 は 誘 電 体 か ら な る マ ー ジ ン 部 （ 符 号 省 略 ） に よ っ て 覆

わ れ て い る （ 図 ２ （ Ｂ ） 及 び 図 ２ （ Ｃ ） を 参 照 ） 。 各 第 １ 内 部 電 極 層 １ ２ の 長 さ 方 向 一 端

部 （ 図 ２ （ Ｂ ） の 左 端 部 ） は 引 出 部 １ ２ ａ と な っ て お り 、 各 第 ２ 内 部 電 極 層 １ ３ の 長 さ 方

向 他 端 部 （ 図 ２ （ Ｂ ） の 右 端 部 ） は 引 出 部 １ ３ ａ と な っ て い る 。 な お 、 図 ２ に は 、 第 １ 内

部 電 極 層 １ ２ と ２ 内 部 電 極 層 １ ３ そ れ ぞ れ を ５ 層 ず つ 描 い て い る が 、 こ れ は 図 示 の 都 合 に

よ る も の で あ っ て 、 第 １ 内 部 電 極 層 １ ２ と 第 ２ 内 部 電 極 層 １ ３ そ れ ぞ れ の 層 数 に 特 段 の 制

限 は な い 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 コ ン デ ン サ 本 体 １ １ の 材 料 に つ い て 補 足 す れ ば 、 コ ン デ ン サ 本 体 １ １ の 第 １ 内 部 電 極 層

１ ２ と 第 ２ 内 部 電 極 層 １ ３ を 除 く 部 分 に は 、 好 ま し く は チ タ ン 酸 バ リ ウ ム 、 チ タ ン 酸 ス ト

ロ ン チ ウ ム 、 チ タ ン 酸 カ ル シ ウ ム 、 チ タ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム 、 ジ ル コ ン 酸 カ ル シ ウ ム 、 チ タ

ン 酸 ジ ル コ ン 酸 カ ル シ ウ ム 、 ジ ル コ ン 酸 バ リ ウ ム 、 酸 化 チ タ ン 等 を 主 成 分 と し た 誘 電 体 セ

ラ ミ ッ ク ス 、 よ り 好 ま し く は ε ＞ １ ０ ０ ０ 又 は ク ラ ス ２ （ 高 誘 電 率 系 ） の 誘 電 体 セ ラ ミ ッ

ク ス を 使 用 で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 各 第 １ 内 部 電 極 層 １ ２ の 材 料 と 各 第 ２ 内 部 電 極 層 １ ３ の 材 料 に つ い て 補 足 す れ ば 、 各 第

１ 内 部 電 極 層 １ ２ と 各 第 ２ 内 部 電 極 層 １ ３ に は 、 好 ま し く は ニ ッ ケ ル 、 銅 、 パ ラ ジ ウ ム 、

白 金 、 銀 、 金 、 こ れ ら の 合 金 等 を 主 成 分 し た 良 導 体 を 使 用 で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 各 第 １ 内 部 電 極 層 １ ２ と 各 第 ２ 内 部 電 極 層 １ ３ の 輪 郭 及 び 厚 さ と 、 各 誘 電 体 層 １ ４ の 厚

さ に つ い て 補 足 す れ ば 、 各 第 １ 内 部 電 極 層 １ ２ の 輪 郭 と 各 第 ２ 内 部 電 極 層 １ ３ の 輪 郭 は 矩

形 で あ っ て 、 各 第 １ 内 部 電 極 層 １ ２ の 輪 郭 寸 法 及 び 厚 さ と 各 第 ２ 内 部 電 極 層 １ ３ の 輪 郭 寸

法 及 び 厚 さ は 略 同 じ で あ り 、 各 誘 電 体 層 １ ４ の 厚 さ は 略 同 じ で あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 図 ２ か ら 分 か る よ う に 、 前 記 コ ン デ ン サ 本 体 １ １ は 、 第 １ 補 整 部 １ ５ と 、 第 ２ 補 整 部 １

６ を 備 え て い る 。 第 １ 補 整 部 １ ５ は 、 コ ン デ ン サ 本 体 １ １ の 第 ５ 面 ｆ ５ の 第 １ 窄 み 面 ｆ ５

ａ 全 体 に 密 着 す る 面 の 他 に 、 コ ン デ ン サ 本 体 １ １ の 第 １ 面 ｆ １ と 段 差 無 く 連 続 す る 第 １ の

面 （ 符 号 省 略 ） と 、 第 ３ 面 ｆ ３ と 段 差 無 く 連 続 す る 第 ２ の 面 （ 符 号 省 略 ） と 、 第 ４ 面 ｆ ４

と 段 差 無 く 連 続 す る 第 ３ の 面 （ 符 号 省 略 ） と 、 第 ５ 面 ｆ ５ （ 具 体 的 に は 第 ５ 面 ｆ ５ の 幅 方

向 中 央 に 接 す る 平 面 ） と 段 差 無 く 連 続 す る 第 ４ の 面 （ 符 号 省 略 ） と を 有 し て い る 。 第 １ 補

整 部 １ ５ の 第 １ の 面 と 第 ２ の 面 と 第 ３ の 面 と 第 ４ の 面 そ れ ぞ れ は 略 平 坦 な 面 と な っ て お り

、 第 １ の 面 と 第 ２ の 面 と 第 ３ の 面 そ れ ぞ れ は 第 ４ の 面 と 略 直 角 を 成 し て い る 。 ま た 、 第 ２
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補 整 部 １ ６ は 、 コ ン デ ン サ 本 体 １ １ の 第 ５ 面 ｆ ５ の 第 ２ 窄 み 面 ｆ ５ ｂ 全 体 に 密 着 す る 面 の

他 に 、 コ ン デ ン サ 本 体 １ １ の 第 ２ 面 ｆ ２ と 段 差 無 く 連 続 す る 第 １ の 面 （ 符 号 省 略 ） と 、 第

３ 面 ｆ ３ と 段 差 無 く 連 続 す る 第 ２ の 面 （ 符 号 省 略 ） と 、 第 ４ 面 ｆ ４ と 段 差 無 く 連 続 す る 第

３ の 面 （ 符 号 省 略 ） と 、 第 ５ 面 ｆ ５ （ 具 体 的 に は 第 ５ 面 ｆ ５ の 幅 方 向 中 央 に 接 す る 平 面 ）

と 段 差 無 く 連 続 す る 第 ４ の 面 （ 符 号 省 略 ） と を 有 し て い る 。 第 ２ 補 整 部 １ ６ の 第 １ の 面 と

第 ２ の 面 と 第 ３ の 面 と 第 ４ の 面 そ れ ぞ れ は 略 平 坦 な 面 と な っ て お り 、 第 １ の 面 と 第 ２ の 面

と 第 ３ の 面 そ れ ぞ れ は 第 ４ の 面 と 略 直 角 を 成 し て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 な お 、 第 １ 補 整 部 １ ５ の 材 料 と 第 ２ 補 整 部 １ ６ の 材 料 に は 、 好 ま し く は 先 に 述 べ た 各 第

１ 内 部 電 極 層 １ ２ 及 び 各 第 ２ 内 部 電 極 層 １ ３ と 同 じ 材 料 が 使 用 で き る 他 、 好 ま し く は 先 に

述 べ た コ ン デ ン サ 本 体 １ １ の 各 第 １ 内 部 電 極 層 １ ２ と 各 第 ２ 内 部 電 極 層 １ ３ を 除 く 部 分 と

同 じ 材 料 が 使 用 で き る 。 勿 論 、 第 １ 補 整 部 １ ５ の 材 料 と 第 ２ 補 整 部 １ ６ の 材 料 に は 、 前 記

以 外 の 材 料 を 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 こ こ で 、 図 ３ 及 び 図 ４ を 用 い て 、 図 ２ に 示 し た 補 整 部 付 き の コ ン デ ン サ 本 体 １ １ の 作 製

方 法 例 に つ い て 説 明 す る 。 先 ず 、 誘 電 体 セ ラ ミ ッ ク ス 粉 末 を 含 有 し た セ ラ ミ ッ ク ス ラ リ ー

と 、 良 導 体 粉 末 を 含 有 し た 電 極 ペ ー ス ト を 用 意 す る 。 続 い て 、 キ ャ リ ア フ ィ ル ム の 表 面 に

セ ラ ミ ッ ク ス ラ リ ー を 塗 工 し 乾 燥 し て 、 第 １ グ リ ー ン シ ー ト を 作 製 す る 。 ま た 、 第 １ グ リ

ー ン シ ー ト の 表 面 に 電 極 ペ ー ス ト を 印 刷 し 乾 燥 し て 、 第 １ 内 部 電 極 層 １ ２ 及 び 第 ２ 内 部 電

極 層 １ ３ の 前 身 と な る 内 部 電 極 パ タ ー ン 群 が 形 成 さ れ た 第 ２ グ リ ー ン シ ー ト を 作 製 す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 続 い て 、 第 １ グ リ ー ン シ ー ト か ら 取 り 出 し た 単 位 シ ー ト を 所 定 枚 数 に 達 す る ま で 積 み 重

ね て 熱 圧 着 す る 作 業 を 繰 り 返 し て 、 高 さ 方 向 一 方 の マ ー ジ ン 部 に 対 応 す る 部 位 を 作 製 す る

。 ま た 、 第 ２ グ リ ー ン シ ー ト か ら 取 り 出 し た 単 位 シ ー ト （ 内 部 電 極 パ タ ー ン 群 を 含 む ） を

所 定 枚 数 に 達 す る ま で 積 み 重 ね て 熱 圧 着 す る 作 業 を 繰 り 返 し て 、 容 量 部 に 対 応 す る 部 位 を

作 製 す る 。 さ ら に 、 第 １ グ リ ー ン シ ー ト か ら 取 り 出 し た 単 位 シ ー ト を 所 定 枚 数 に 達 す る ま

で 積 み 重 ね て 熱 圧 着 す る 作 業 を 繰 り 返 し て 、 高 さ 方 向 他 方 の マ ー ジ ン 部 に 対 応 す る 部 位 を

作 製 す る 。 最 後 に 、 積 み 重 ね ら れ た 全 体 を 本 熱 圧 着 し て 、 図 ３ （ Ａ ） 及 び 図 ３ （ Ｂ ） に 示

し た 未 焼 成 積 層 シ ー ト Ｕ Ｌ Ｓ を 作 製 す る 。 こ の 未 焼 成 積 層 シ ー ト Ｕ Ｌ Ｓ の 積 層 方 向 両 面 に

は 、 図 ３ （ Ａ ） に 示 し た よ う に コ ン デ ン サ 本 体 １ １ の 長 さ に 略 対 応 す る 間 隔 で 第 １ 凹 部 Ｃ

Ｐ １ が ス ト ラ イ プ 状 に 形 成 さ れ る と 共 に 、 図 ３ （ Ｂ ） に 示 し た よ う に コ ン デ ン サ 本 体 １ １

の 幅 に 略 対 応 す る 間 隔 で 第 ２ 凹 部 Ｃ Ｐ ２ が 第 １ 凹 部 Ｃ Ｐ １ と 略 直 交 す る よ う に ス ト ラ イ プ

状 に 形 成 さ れ る 。 ち な み に 、 第 １ 凹 部 Ｃ Ｐ １ は 主 と し て 積 層 方 向 に お け る 内 部 電 極 パ タ ー

ン Ｉ Ｅ Ｐ の 数 の 違 い に 依 存 し て 形 成 さ れ も の で あ り 、 第 ２ 凹 部 Ｃ Ｐ ２ は 主 と し て 積 層 方 向

に お け る 内 部 電 極 パ タ ー ン Ｉ Ｅ Ｐ の 存 在 の 有 無 に 依 存 し て 形 成 さ れ る も の で あ る 。 ち な み

に 、 未 焼 成 積 層 シ ー ト 作 製 工 程 で は 、 合 成 ゴ ム 等 か ら な る 圧 着 用 弾 性 板 の 厚 さ 又 は 形 を 変

え る 等 し て 、 前 記 第 １ 凹 部 Ｃ Ｐ １ と 前 記 第 ２ 凹 部 Ｃ Ｐ ２ が 未 焼 成 積 層 シ ー ト Ｕ Ｌ Ｓ の 積 層

方 向 両 面 に 形 成 さ れ る よ う に す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 続 い て 、 図 ４ （ Ａ ） に 示 し た よ う に 、 図 ３ （ Ａ ） に 示 し た 未 焼 成 積 層 シ ー ト Ｕ Ｌ Ｓ の 積

層 方 向 一 方 面 の 各 第 １ 凹 部 Ｃ Ｐ １ を 充 填 材 で 埋 め て 、 充 填 部 Ｆ Ｍ を 形 成 す る 。 こ の 充 填 部

Ｆ Ｍ の 形 成 は 、 電 極 ペ ー ス ト （ 前 記 電 極 ペ ー ス ト と 同 じ 電 極 ペ ー ス ト 、 或 い は 、 良 導 体 粉

末 の 種 類 が 異 な る 別 の 電 極 ペ ー ス ト ） を 充 填 材 と し て 用 い 、 該 充 填 材 を 各 第 １ 凹 部 Ｃ Ｐ １

内 に 印 刷 し 乾 燥 す る か 、 或 い は 、 デ ィ ス ペ ン サ ー を 用 い て 塗 布 し 乾 燥 す る 方 法 の 他 、 セ ラ

ミ ッ ク ス ラ リ ー （ 前 記 セ ラ ミ ッ ク ス ラ リ ー と 同 じ セ ラ ミ ッ ク ス ラ リ ー 、 或 い は 、 誘 電 体 セ

ラ ミ ッ ク ス 粉 末 の 種 類 が 異 な る 別 の セ ラ ミ ッ ク ス ラ リ ー ） を 充 填 材 と し て 用 い 、 該 充 填 材

を 各 第 １ 凹 部 Ｃ Ｐ １ 内 に 印 刷 し 乾 燥 す る か 、 或 い は 、 デ ィ ス ペ ン サ ー を 用 い て 塗 布 し 乾 燥

す る 方 法 が 好 ま し く 採 用 で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 続 い て 、 図 ４ （ Ｂ ） に 示 し た よ う に 、 図 ４ （ Ａ ） に 示 し た 未 焼 成 積 層 シ ー ト Ｕ Ｌ Ｓ を 仮
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想 ラ イ ン Ｃ Ｌ に 沿 っ て 格 子 状 に 切 断 し て 、 コ ン デ ン サ 本 体 １ １ に 対 応 し た 未 焼 成 積 層 チ ッ

プ Ｕ Ｌ Ｃ を 作 製 す る 。 こ の 未 焼 成 積 層 チ ッ プ Ｕ Ｌ Ｃ は 、 第 １ 補 整 部 １ ５ 及 び 第 ２ 補 整 部 １

６ の 前 身 と な る 切 断 充 填 部 Ｆ Ｍ ａ を 積 層 方 向 一 方 面 の 両 端 部 に 有 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 続 い て 、 図 ４ （ Ｂ ） に 示 し た 未 焼 成 積 層 チ ッ プ Ｕ Ｌ Ｃ を 、 前 記 セ ラ ミ ッ ク ス ラ リ ー に 含

ま れ て い る 誘 電 体 セ ラ ミ ッ ク ス 粉 末 と 前 記 電 極 ペ ー ス ト に 含 ま れ て い る 良 導 体 粉 末 に 応 じ

た 雰 囲 気 下 、 並 び に 、 温 度 プ ロ フ ァ イ ル に て 多 数 個 一 括 で 焼 成 （ 脱 バ イ ン ダ 処 理 と 焼 成 処

理 を 含 む ） を 行 っ て 、 焼 成 チ ッ プ を 作 製 す る 。 続 い て 、 焼 成 チ ッ プ を 多 数 個 一 括 で バ レ ル

研 磨 し て 角 及 び 稜 線 に 丸 み 付 け を 行 っ て 、 第 １ 補 整 部 １ ５ 及 び 第 ２ 補 整 部 １ ６ を 有 す る コ

ン デ ン サ 本 体 １ １ を 作 製 す る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 図 ５ は 図 ２ に 示 し た コ ン デ ン サ 本 体 １ １ を 使 用 し た 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ を 示 す 。

図 ５ に 示 し た 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ は 、 図 ２ に 示 し た コ ン デ ン サ 本 体 １ １ の 長 さ 方 向

両 端 部 そ れ ぞ れ に 略 Ｌ 字 状 の 第 １ 外 部 電 極 １ ７ と 略 Ｌ 字 状 の 第 ２ 外 部 電 極 １ ８ を 設 け た も

の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 第 １ 外 部 電 極 １ ７ は 、 コ ン デ ン サ 本 体 １ １ の 第 １ 面 ｆ １ と 第 １ 補 整 部 １ ５ の 第 １ の 面 に

沿 う 第 １ 部 分 １ ７ ａ と 、 コ ン デ ン サ 本 体 １ １ の 第 ５ 面 ｆ ５ と 第 １ 補 整 部 １ ５ の 第 ４ の 面 に

沿 う 第 ２ 部 分 １ ７ ｂ と を 有 し て お り 、 第 ５ 面 ｆ ５ の 第 １ 窄 み 面 ｆ ５ ａ と 向 き 合 う 部 位 １ ７

ｃ の 断 面 形 は 第 １ 補 整 部 １ ５ の 存 在 に よ っ て 略 直 角 状 と な っ て い る 。 ま た 、 第 ２ 外 部 電 極

１ ８ は 、 コ ン デ ン サ 本 体 １ １ の 第 ２ 面 ｆ ２ と 第 ２ 補 整 部 １ ６ の 第 １ の 面 に 沿 う 第 １ 部 分 １

８ ａ と 、 第 ５ 面 ｆ ５ と 第 ２ 補 整 部 １ ６ の 第 ４ の 面 に 沿 う 第 ２ 部 分 １ ８ ｂ と を 有 し て お り 、

第 ５ 面 ｆ ５ の 第 ２ 窄 み 面 ｆ ５ ｂ と 向 き 合 う 部 位 １ ８ ｃ の 断 面 形 は 第 ２ 補 整 部 １ ６ の 存 在 に

よ っ て 略 直 角 状 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 つ ま り 、 第 １ 外 部 電 極 １ ７ と コ ン デ ン サ 本 体 １ １ の 第 ５ 面 ｆ ５ の 第 １ 窄 み 面 ｆ ５ ａ と の

間 に は 、 第 １ 外 部 電 極 １ ７ に お け る 第 １ 窄 み 面 ｆ ５ ａ と 向 き 合 う 部 位 １ ７ ｃ の 断 面 形 を 略

直 角 状 に 整 え る た め の 第 １ 補 整 部 １ ５ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 第 ２ 外 部 電 極 １ ８ と コ ン

デ ン サ 本 体 １ １ の 第 ５ 面 ｆ ５ の 第 ２ 窄 み 面 ｆ ５ ｂ と の 間 に は 、 第 ２ 外 部 電 極 １ ８ に お け る

第 ２ 窄 み 面 ｆ ５ ｂ と 向 き 合 う 部 位 １ ８ ｃ の 断 面 形 を 略 直 角 状 に 整 え る た め の 第 ２ 補 整 部 １

６ が 設 け ら れ て い る 。 ち な み に 、 第 １ 外 部 電 極 １ ７ の 幅 方 向 寸 法 と 第 ２ 外 部 電 極 １ ８ の 幅

方 向 寸 法 そ れ ぞ れ は 、 コ ン デ ン サ 本 体 １ １ の 幅 方 向 寸 法 （ 幅 Ｗ ） と 略 一 致 し て い る 。 ま た

、 第 １ 外 部 電 極 １ ７ の 第 １ 部 分 １ ７ ａ の 末 端 の 位 置 は コ ン デ ン サ 本 体 １ １ の 第 １ 面 ｆ １ と

第 ６ 面 ｆ ６ の 第 １ 窄 み 面 ｆ ６ ａ と の 境 界 に 達 し て お り 、 且 つ 、 第 ２ 外 部 電 極 １ ８ の 第 １ 部

分 １ ８ ａ の 末 端 の 位 置 は 第 ２ 面 ｆ ２ と 第 ６ 面 ｆ ６ の 第 ２ 窄 み 面 ｆ ６ ｂ と の 境 界 に 達 し て い

る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 図 示 を 省 略 し た が 、 第 １ 外 部 電 極 １ ７ は 、 コ ン デ ン サ 本 体 １ １ の 第 １ 面 ｆ １ 及 び 第 ５ 面

ｆ ５ と 第 １ 補 整 部 １ ５ の 第 １ の 面 及 び 第 ４ の 面 に 密 着 し た 下 地 膜 と 、 こ の 下 地 膜 の 外 面 に

密 着 し た 表 面 膜 と の ２ 層 構 造 、 或 い は 、 下 地 膜 と 表 面 膜 と の 間 に 少 な く と も １ つ の 中 間 膜

を 有 す る 多 層 構 造 を 有 し て い る 。 ま た 、 第 ２ 外 部 電 極 １ ８ は 、 コ ン デ ン サ 本 体 １ １ の 第 ２

面 ｆ ２ 及 び 第 ５ 面 ｆ ５ と 第 ２ 補 整 部 １ ６ の 第 １ の 面 及 び 第 ４ の 面 に 密 着 し た 下 地 膜 と 、 こ

の 下 地 膜 の 外 面 に 密 着 し た 表 面 膜 と の ２ 層 構 造 、 或 い は 、 下 地 膜 と 表 面 膜 と の 間 に 少 な く

と も １ つ の 中 間 膜 を 有 す る 多 層 構 造 を 有 し て い る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 な お 、 第 １ 外 部 電 極 １ ７ 及 び 第 ２ 外 部 電 極 １ ８ そ れ ぞ れ の 下 地 膜 は 例 え ば 焼 き 付 け 膜 又

は メ ッ キ 膜 か ら な り 、 こ の 下 地 膜 に は 好 ま し く は ニ ッ ケ ル 、 銅 、 パ ラ ジ ウ ム 、 白 金 、 銀 、

金 、 こ れ ら の 合 金 等 を 主 成 分 し た 良 導 体 を 使 用 で き る 。 表 面 膜 は 例 え ば メ ッ キ 膜 か ら な り

、 こ の 表 面 膜 に は 好 ま し く は 銅 、 ス ズ 、 パ ラ ジ ウ ム 、 金 、 亜 鉛 、 こ れ ら の 合 金 等 を 主 成 分

と し た 良 導 体 を 使 用 で き る 。 中 間 膜 は 例 え ば メ ッ キ 膜 か ら な り 、 こ の 中 間 膜 に は 好 ま し く
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は 白 金 、 パ ラ ジ ウ ム 、 金 、 銅 、 ニ ッ ケ ル 、 こ れ ら の 合 金 等 を 主 成 分 と し た 良 導 体 を 使 用 で

き る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 こ こ で 、 図 ５ に 示 し た 第 １ 外 部 電 極 １ ７ と 第 ２ 外 部 電 極 １ ８ そ れ ぞ れ の 作 製 方 法 に つ い

て 説 明 す る 。 先 ず 、 コ ン デ ン サ 本 体 １ １ の 第 １ 面 ｆ １ と 第 １ 補 整 部 １ ５ の 第 １ の 面 と 、 コ

ン デ ン サ 本 体 １ １ の 第 ２ 面 ｆ ２ と 第 ２ 補 整 部 １ ６ の 第 １ の 面 の そ れ ぞ れ に 、 電 極 ペ ー ス ト

（ 前 記 電 極 ペ ー ス ト と 同 じ 電 極 ペ ー ス ト 、 或 い は 、 良 導 体 粉 末 の 種 類 が 異 な る 別 の 電 極 ペ

ー ス ト ） を 塗 布 又 は デ ィ ッ プ し 乾 燥 し た 後 、 焼 き 付 け 処 理 を 行 っ て 下 地 膜 を 形 成 す る 。 ま

た 、 コ ン デ ン サ 本 体 １ １ の 第 ５ 面 ｆ ５ と 第 １ 補 整 部 １ ５ の 第 ４ の 面 と 、 コ ン デ ン サ 本 体 １

１ の 第 ５ 面 ｆ ５ と 第 ２ 補 整 部 １ ６ の 第 ４ の 面 の そ れ ぞ れ に 、 電 極 ペ ー ス ト （ 前 記 電 極 ペ ー

ス ト と 同 じ 電 極 ペ ー ス ト 、 或 い は 、 良 導 体 粉 末 の 種 類 が 異 な る 別 の 電 極 ペ ー ス ト ） を 塗 布

又 は 印 刷 し て 乾 燥 し た 後 、 焼 き 付 け 処 理 を 行 っ て 別 の 下 地 膜 を 前 記 下 地 膜 と 連 続 す る よ う

に 形 成 す る 。 ち な み に 、 こ れ ら 下 地 膜 は 、 ス パ ッ タ リ ン グ や 真 空 蒸 着 等 の 乾 式 メ ッ キ 法 に

よ っ て 形 成 し て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 続 い て 、 ２ つ の 下 地 膜 の 連 続 物 そ れ ぞ れ を 覆 う 表 面 膜 、 或 い は 、 中 間 膜 と 表 面 膜 を 、 電

解 メ ッ キ や 無 電 解 メ ッ キ 等 の 湿 式 メ ッ キ 法 、 或 い は 、 ス パ ッ タ リ ン グ や 真 空 蒸 着 等 の 乾 式

メ ッ キ 法 に よ っ て 形 成 し て 、 第 １ 外 部 電 極 １ ７ と 第 ２ 外 部 電 極 １ ８ そ れ ぞ れ を 作 製 す る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 図 ５ に 示 し た 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ は 、 第 １ 外 部 電 極 １ ７ に お け る 第 ５ 面 ｆ ５ の 第

１ 窄 み 面 ｆ ５ ａ と 向 き 合 う 部 位 １ ７ ｃ の 断 面 形 が 第 １ 補 整 部 １ ５ の 存 在 に よ っ て 略 直 角 状

に な っ て お り 、 第 ２ 外 部 電 極 １ ８ に お け る 第 ５ 面 ｆ ５ の 第 ２ 窄 み 面 ｆ ５ ｂ と 向 き 合 う 部 位

１ ８ ｃ の 断 面 形 が 第 ２ 補 整 部 １ ６ の 存 在 に よ っ て 略 直 角 状 と な っ て い る 。 即 ち 、 第 １ 外 部

電 極 １ ７ の 第 ２ 部 分 １ ７ ｂ の 外 面 の う ち の 少 な く と も 第 １ 補 整 部 １ ５ と 向 き 合 う 領 域 が 略

平 坦 な 面 と な っ て お り 、 第 ２ 外 部 電 極 １ ８ の 第 ２ 部 分 １ ８ ｂ の 外 面 の う ち の 少 な く と も 第

２ 補 整 部 １ ６ と 向 き 合 う 領 域 が 略 平 坦 な 面 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 依 っ て 、 図 ５ に 示 し た 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ を 回 路 基 板 に 実 装 す る に 際 し て 、 第 １

外 部 電 極 １ ７ の 第 ２ 部 分 １ ７ ｂ と 第 ２ 外 部 電 極 １ ８ の 第 ２ 部 分 １ ８ ｂ そ れ ぞ れ を 各 々 に 対

応 す る 導 体 パ ッ ド に 印 刷 さ れ た ク リ ー ム 半 田 上 に 載 置 し て も 、 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ

の 姿 勢 が 不 安 定 に な り 難 く 、 し か も 、 不 安 定 の ま ま で 回 路 基 板 に 実 装 さ れ て し ま う こ と も

極 力 防 ぐ こ と が で き る こ と か ら 姿 勢 不 良 が 生 じ 難 く な る 。 つ ま り 、 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ

ン サ を 回 路 基 板 に 実 装 す る と き の 姿 勢 不 良 を 改 善 で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 図 ６ は 図 ２ に 示 し た コ ン デ ン サ 本 体 １ １ の 変 形 例 、 具 体 的 に は 図 ２ （ Ａ ） に 示 し た 第 １

補 整 部 １ ５ と 第 ２ 補 整 部 １ ６ の 形 を 変 え た コ ン デ ン サ 本 体 １ １ を 示 す 。 図 ６ に 示 し た 第 １

補 整 部 １ ５ ＇ は 、 第 ３ 面 ｆ ３ と 段 差 無 く 連 続 す る 第 ２ の 面 （ 符 号 省 略 ） と 、 第 ４ 面 ｆ ４ と

段 差 無 く 連 続 す る 第 ３ の 面 （ 符 号 省 略 ） と 、 第 ５ 面 ｆ ５ （ 具 体 的 に は 第 ５ 面 ｆ ５ の 幅 方 向

中 央 に 接 す る 平 面 ） と 段 差 無 く 連 続 す る 第 ４ の 面 （ 符 号 省 略 ） の そ れ ぞ れ が 、 図 ５ （ Ａ ）

に 示 し た 第 １ 外 部 電 極 １ ７ の 第 ２ 部 分 １ ７ ｂ の 末 端 ま で 延 び て い る 。 ま た 、 図 ６ に 示 し た

第 ２ 補 整 部 １ ６ ＇ は 、 第 ３ 面 ｆ ３ と 段 差 無 く 連 続 す る 第 ２ の 面 （ 符 号 省 略 ） と 、 第 ４ 面 ｆ

４ と 段 差 無 く 連 続 す る 第 ３ の 面 （ 符 号 省 略 ） と 、 第 ５ 面 ｆ ５ （ 具 体 的 に は 第 ５ 面 ｆ ５ の 幅

方 向 中 央 に 接 す る 平 面 ） と 段 差 無 く 連 続 す る 第 ４ の 面 （ 符 号 省 略 ） の そ れ ぞ れ が 、 図 ５ （

Ａ ） に 示 し た 第 １ 外 部 電 極 １ ８ の 第 ２ 部 分 １ ８ ｂ の 末 端 ま で 延 び て い る 。 即 ち 、 第 １ 補 整

部 １ ５ ＇ と 第 ２ 補 整 部 １ ６ ＇ そ れ ぞ れ の 長 さ 方 向 寸 法 Ｌ １ は 、 図 ５ （ Ａ ） に 示 し た 長 さ 方

向 寸 法 Ｌ １ と 略 同 じ に な っ て い る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 こ の よ う な 第 １ 補 整 部 １ ５ ＇ と 第 ２ 補 整 部 １ ６ ＇ は 、 図 ３ （ Ａ ） に 示 し た 未 焼 成 積 層 シ

ー ト Ｕ Ｌ Ｓ の 積 層 方 向 一 方 面 の 各 第 １ 凹 部 Ｃ Ｐ １ を 充 填 材 で 埋 め る と き に 、 図 ３ （ Ｂ ） に

示 し た 各 第 ２ 凹 部 Ｃ Ｐ ２ の う ち の 各 第 １ 凹 部 Ｃ Ｐ １ に 近 い 部 分 を 当 該 充 填 材 で 同 時 に 埋 め
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て る こ と に よ っ て 形 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 図 ６ に 示 し た コ ン デ ン サ 本 体 １ １ を 使 用 し て 図 ５ に 示 し た 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ を

作 製 す れ ば 、 第 １ 外 部 電 極 １ ７ の 第 ２ 部 分 １ ７ ｂ の 外 面 全 体 を 略 平 坦 な 面 と す る こ と が で

き 、 且 つ 、 第 ２ 外 部 電 極 １ ８ の 第 ２ 部 分 １ ８ ｂ の 外 面 全 体 を 略 平 坦 な 面 と す る こ と が で き

る 。 依 っ て 、 図 ６ に 示 し た コ ン デ ン サ 本 体 １ １ を 使 用 し た 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ に よ

れ ば 、 当 該 積 層 セ ラ ミ ッ ク コ ン デ ン サ を 回 路 基 板 に 実 装 す る と き の 姿 勢 不 良 を よ り 効 果 的

に 改 善 で き る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 な お 、 前 述 の 実 施 形 態 で は 、 コ ン デ ン サ 本 体 １ １ の 第 ６ 面 ｆ ６ と し て 、 第 １ 窄 み 面 ｆ ６

ａ 及 び 第 ２ 窄 み 面 ｆ ６ ｂ を 有 し 、 且 つ 、 第 １ 窄 み 面 ｆ ６ ａ 及 び 第 ２ 窄 み 面 ｆ ６ ｂ を 除 く 部

分 が 幅 方 向 中 央 が 膨 ら ん だ 凸 曲 面 と な っ て い る も の を 説 明 し た が 、 コ ン デ ン サ 本 体 １ １ の

第 ６ 面 ｆ ６ か ら 第 １ 窄 み 面 ｆ ６ ａ 及 び 第 ２ 窄 み 面 ｆ ６ ｂ を 排 除 し て 第 ６ 面 ｆ ６ 全 体 を 幅 方

向 中 央 が 膨 ら ん だ 凸 曲 面 と し て も 、 ま た 、 第 ６ 面 ｆ ６ 全 体 を 略 平 坦 な 面 と し て も 、 前 記 同

様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 ま た 、 前 述 の 実 施 形 態 で は 、 第 １ 外 部 電 極 １ ２ の 幅 方 向 寸 法 と 第 ２ 外 部 電 極 １ ３ の 幅 方

向 寸 法 そ れ ぞ れ を コ ン デ ン サ 本 体 １ １ の 幅 方 向 寸 法 （ 幅 Ｗ ） と 略 一 致 さ せ た も の を 説 明 し

た が 、 第 １ 外 部 電 極 １ ７ と 第 ２ 外 部 電 極 １ ８ そ れ ぞ れ の 幅 方 向 寸 法 を 幅 Ｗ よ り も 僅 か に 小

さ く し て も 、 前 記 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 加 え て 、 第 １ 外 部 電 極 １ ７ の 第 １ 部 分

１ ７ ａ の 末 端 の 位 置 が コ ン デ ン サ 本 体 １ １ の 第 １ 面 ｆ １ と 第 ６ 面 ｆ ６ の 第 １ 窄 み 面 ｆ ６ ａ

と の 境 界 に 達 し 、 且 つ 、 第 ２ 外 部 電 極 １ ８ の 第 １ 部 分 １ ８ ａ の 末 端 の 位 置 が 第 ２ 面 ｆ ２ と

第 ６ 面 ｆ ６ の 第 ２ 窄 み 面 ｆ ６ ｂ と の 境 界 に 達 し て い る も の を 説 明 し た が 、 第 １ 外 部 電 極 １

７ の 第 １ 部 分 １ ９ ａ の 末 端 の 位 置 が コ ン デ ン サ 本 体 １ １ の 第 １ 面 ｆ １ と 第 ６ 面 ｆ ６ の 第 １

窄 み 面 ｆ ６ ａ と の 境 界 を 僅 か に 超 え 、 且 つ 、 第 ２ 外 部 電 極 １ ８ の 第 １ 部 分 ２ ０ ａ の 末 端 の

位 置 が 第 ２ 面 ｆ ２ と 第 ６ 面 ｆ ６ の 第 ２ 窄 み 面 ｆ ６ ｂ と の 境 界 を 僅 か に 超 え て い て も 、 前 記

同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ １ 】

　 １ １ … コ ン デ ン サ 本 体 、 ｆ １ … コ ン デ ン サ 本 体 の 第 １ 面 、 ｆ ２ … コ ン デ ン サ 本 体 の 第 ２

面 、 ｆ ３ … コ ン デ ン サ 本 体 の 第 ３ 面 、 ｆ ４ … コ ン デ ン サ 本 体 の 第 ４ 面 、 ｆ ５ … コ ン デ ン サ

本 体 の 第 ５ 面 、 ｆ ５ ａ … 第 ５ 面 の 第 １ 窄 み 面 、 ｆ ５ ｂ … 第 ５ 面 の 第 ２ 窄 み 面 、 ｆ ６ … コ ン

デ ン サ 本 体 の 第 ６ 面 、 １ ２ … 第 １ 内 部 電 極 層 、 １ ３ … 第 ２ 内 部 電 極 層 、 １ ４ … 誘 電 体 層 、

１ ５ ， １ ５ ＇ … 第 １ 補 整 部 、 １ ６ ， １ ６ ＇ … 第 ２ 補 整 部 、 １ ７ … 第 １ 外 部 電 極 、 １ ７ ａ …

第 １ 外 部 電 極 の 第 １ 部 分 、 １ ７ ｂ … 第 １ 外 部 電 極 の 第 ２ 部 分 、 １ ７ ｃ … 第 １ 外 部 電 極 に お

け る 第 ５ 面 の 第 １ 窄 み 面 と 向 き 合 う 部 位 、 １ ８ … 第 ２ 外 部 電 極 、 １ ８ ａ … 第 ２ 外 部 電 極 の

第 １ 部 分 、 １ ８ ｂ … 第 ２ 外 部 電 極 の 第 ２ 部 分 、 １ ８ ｃ … 第 ２ 外 部 電 極 に お け る 第 ５ 面 の 第

２ 窄 み 面 と 向 き 合 う 部 位 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

